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関係例規等 名称 新上五島町行政評価制度実施要綱

担 当 課 名

改正時期

２１年度

・途中・事前評価を効果的な予算へ反映をさせる。
・事務事業、評価及び基本事業の完全実施。

効
果

歳入（

歳出（

２０年度
（実績）

・事務事業評価の完全実施
　途中評価；453件
　事後評価；33件
　事前評価；72件（うちH20年度予算化；27件）
　基本事業の一部実施；108件
・事務事業評価実践により、職員のコスト意識や成果志向を高
めることができている。 効

果

歳入（

歳出（

１９年度
（実績）

・事務事業評価の完全試行
　途中評価；482件（うち継続又は統合；475件、休止又は廃止；
7件）
　事後評価；69件（うち目的達成；66件、一部改善；3件）
　事前評価；98件（うち予算化；79件）
・客観的な指標を用い事務事業を評価することで、予算要求時
における職員のコスト意識や成果志向を高めることができてい
る。

効
果

歳入（

歳出（

１８年度
（実績）

・事前評価試行を69件行い予算に反映した。
・事前評価において、重点施策を優先的に推進するため特別
枠として選定し、予算へ反映した。（ハード；5件、ソフト；13件）

効
果

歳入（

歳出（

１７年度
（実績）

・制度の導入について、資料の収集及び検討を行った。
・制度素案の作成のためのスケジュールの設定。
・プロジェクトチームの編成の検討を行った。
　（6月に行われる機構改革後に各課に選任の依頼を行った。）

効
果

歳入（

歳出（

年度 実施内容・予定時期 効果額合計( 0

行
　
　
動
　
　
概
　
　
要

① 目標 　行政評価の結果を予算へ反映する。

② 期待され

    る効果

・費用対効果を予算へ反映。
・総合計画の進捗管理。
・事務事業の効率性の向上及び見直し。
・職員の意識改革。

③ 必要性
　　問題点

・前例踏襲を基調とする従来の行政スタイルからの脱却。
・行政評価制度の全職員への浸透。
・事業成果を端的に示す指標の設定及び端的で効果的な評価シートの作成。

④ 対象 　全職員

⑤ 手段

20 年 度
計画どおり 計画どおり 計画どおり 計画どおり －

A －
達 成 年 次 平 成実 績 評 価

Ａ Ａ A

平 成 20 年 度
調査 検討 一部実施 実施 －

経過・現状 ・制度の導入について、資料の収集及び検討を行った。

（H17.4.1現在）

推　　　     進
スケジュール

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１
目 標 年 次

重 点 項 目 歳出削減に向けた主要な取組み　（２）内部管理経費等の削減

取 組 項 目 行政評価システムを活用した予算編成

基 本 方 針 財政の健全化

行財政改革実施計画・行動計画票

7

財政課

実施済み


